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1　はじめに
　戦後、日本を支えた高度経済成長につながる近代化
によって建物を大量供給してきた。それは、当時のす
べての人が理想の近代的な生活を送れるためにその行
為自体が「民主主義」の行動として扱われた。大量供
給とともに経済が発展するうちに、建設行為が経済行
為に結び付けられたのだった。
　しかし、現在の日本は、少子高齢化時代に突入し、
いままで供給された建物、あるいはインフラは、生活
の中で必要ではなくなり人口減少が顕著に見える地方
都市から遊休化するストックが数多と出現しているの
である。
　茨城県土浦市には、 それが顕著に現れる場所があ
る。1985 年、つくばで開催された国際技術博覧会で
の事業として建設された高架道である土浦ニューウェ
イとそれに並走する川口ショッピングセンターモール
505 である。これらの歴史的背景は後述するが、現在
は負の遺産とも見えるような状態である。私は、それ
らの建物、また都市の変遷などに興味をもち、本研究
に進めるに至った。また、研究から見えたきた土台か
ら未来の活用の姿を提案する。
２　計画対象について
（１）茨城県土浦市について
■土浦市の概要
　土浦市は、茨城県南部の中核都市として、1940 年（昭
和 15 年）に、土浦町と真鍋町が合併して誕生した。
東京都心部から約 70km 北に位置しており、市を南北
に横断するＪＲ常磐線を利用すると、約１時間で東京
都心部からアクセスできる。
　土浦市の人口は、 平成２７年で 140,804 人。 人口
動態は減少傾向である。
■土浦市の歴史
　市の基盤は江戸時代初期に城下町として整備され、
今も土浦城址周辺など市内各所には城下町の雰囲気が
残されている。江戸と水戸を結ぶ旧水戸街道と霞ヶ浦
の水運の交わる水陸交通の要衝に位置し、商都として
本陣・旅籠・問屋が多く置かれ町屋が軒を連ねていた。
　現在はつくばエクスプレスの開通に伴い、その沿線
の開発が進むことでつくば市へ移転する企業が増加、
土浦のサービス機能や商業機能の斜陽化が加速した。
一方で土浦市中心市街地においては、買い物客が利用
できる駐車場が不足していることなどから集客力が低
下した。2013 年には駅前のイトーヨカドーが撤退し、
中心市街地の商業の空洞化に拍車をかけた。
　土浦市は、現在官民一体となったサイクリング拠点
の整備を行っている。
■土浦市の水害　
　霞ヶ浦に隣接する土浦市は自然資源が豊かな地域で
ある一方で水害にも見舞われた地域である。土浦市の
ハザードマップから霞ヶ浦・桜川付近は高さが高い
浸水危険区域が明記される。後述するモール 505 は、
旧川口川を暗渠化したものであり、アンダーパスとし
て指定されている。
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簡易ガイドウェイバスを走らせ、需要が高まってきた
ところで新交通システムへと切り替える段階的計画が
必要で、事業は休止となった。
（日本都市計画学会 / 60 プロジェクトによむ日本の都市づ
くり / 朝倉書店 / 2011　から抜粋）
■土浦ニューウェイ
　土浦ニューウェイ（土浦高架街路）は、1985 年に
筑波学園都市で開催された国際科学技術博覧会（つく
ば科学万博）に向けて開催前から新交通システムが検
討されていたが事業化が見込めず中止となった。しか
しながら科学万博の玄関口としての役割をもつ土浦の
中心市街地は当時交通混雑に悩まされており、バスの
運行にも支障をきたすものであった。
　そこで土浦市は円滑な移動を確保するための道路網
整備として土浦高架街路事業を立ち上げる。この事業
は、土浦・阿見都市計画街路３・２・３０土浦駅東・
学園線の土浦駅東口から桜川に架かる学園大橋までの
延長 3km 区間を整備したものである。また将来の需
要動向に応じて、高架部を新交通システムへと順次切
り替えるような計画が含まれている。
　現在の土浦ニューウェイにはつくばを経由するバス
が 1 日に 2 本、 バス停に向かうエスカレーターは閉
鎖され、道路の交通量多くないのが現状である。
■川口ショッピングセンター・モール５０５　
　 モ ー ル 505 は、 土 浦 駅 か ら 徒 歩 5 分 に 位 置 す る、
土浦ニューウェイ（土浦高架道）に沿って全長 505m
伸びる 3 階建ての立体商店街である。 高架道を走る
バス停と直結している。
　土浦市は万博会場への交通の玄関口としての役割を
担い、土浦駅東口から会場まで約 3km の高架道路を
整備することになった。1985 年、その用地沿道で移
転を余儀なくされた地権者たちが、移転するためかつ
（２）土浦ニューウェイとモール５０５
■土浦学園線と土木インフラ
　土浦学園線は、茨城県土浦市とつくば市と結ぶ都市
計画道路の路線名である。正式名称はつくば市区間の
「研究学園都市計画道路 3・2・2 号 土浦学園線」およ
び土浦市区間の「土浦阿見都市計画道路 3・4・16 号 
土浦学園線」。つくばの中心市街地と土浦の市街地を
約 9km で結ぶ。この自動車道には、つくば花室トン
ネル（1991) と土浦ニューウェイ (1985）という交通
インフラがある。これらは、1972 年頃から構想され
る新交通システムの導入が背景にある。
図２　土浦ニューウェイ（土浦高架道）
■新交通システムの導入構想
　研究学園都市の開発地区は縦長で、北端に位置する
筑波大学と中央に位置するセンター地区を結ぶ新交通
システムが 1972 年あたりから構想された。計画では
将来的に常磐線の駅舎をもつ土浦まで延伸する構想が
示されていた。新交通システムは 1978 年に国庫補助
による都市モノレール等整備事業として採択され、導
入システムや採算の検討がされた。しかし事業区間で
ある研究学園の都市開発が未熟であることや土浦の都
市開発の見通しが立たないことから当初はバスまたは
図１　土浦市の都市図
　人口減少という時代に直面するいま、建築はますま
す管理が行き届かないまま、建物や都市は荒廃し遊休
化していくだろう。そういった遊休化した建物はリノ
ベーションやコンバージョンとして新たな需要に対応
する事例はあるが、長い目で考えると地方都市の衰退
を延命させるものとも考えられる。地方のあり方に他
の道はないだろうか、大きな舵を切ることもあってい
いのではないか。
■装置による建築の転換
　現在、IoT が加速し、モノの「距離」が実際の距離
よりも近くなった。E コマースが普及し、モノが溢れ
る時代になっている。そこでモノを貯蓄する物流セン
ターを提案する。人口減少時代において人を呼び込む
装置ではなく、モノの流れを担保するインフラ、物流
センターを計画する。
　これはリニアなオブジェクトに対して有効的な活用
とも言える。トラックバースとしての間口を多く取る
ことが可能だ。
　既存の躯体にさまざまな装置を付帯させることで新
たな物流センターへと転用する。
■物流と都市
　今回は消費立地型倉庫として考える。
　物流機能を導入する上で「ラストワンマイル問題」
を取り上げる。
　「ラストワンマイル問題」とは最終拠点からエンド
ユーザーへの物流サービスで生じる問題である。問題
点は年々増加する宅配貨物や再配達による非効率性、
物流サービスに関わる労働人口の減少、担い手の不足
があげられる。
　この問題に対してエンドユーザーへの配送をトラッ
クではなく、ドローンへと転換する。ドローンが配送
を担うことで効率向上や人手不足を解決する。また高
齢化時代における買い物難民にサービスを提供するこ
とが可能、水害の多い土浦にとって災害時の貯蓄倉庫
として活用すれば緊急性が高い配送も可能になる。
　現在開発中の「Amazon Prime Air」を参考に最大稼
働時間を 30 分、時速 65km、離着陸時の時間を含な
いことを仮定し計算するとモール 505 の場所から配
達可能距離 16km のサービスインフラの圏域が形成さ
れる。これはつくば・研究学園都市を包含する。つく
ば一帯を支える倉庫としてのモール 505 は有用では
ないだろうか。
　またこのドローンの圏域は他の地方市街地の課題で
あるコンパクト化のひとつの要素に今後なる得る可能
性をもっている。
■用途の転換
　接地面の歩行空間をトラックバースとして活用し、
長い線形オブジェクトから間口を多く確保する。内部
の人間のための消費空間を自動倉庫化し、 ドローン
ポートを備え付けることで縮小時代も生き続けるイン
ての水路用地 [ 川口川 ] に、新商店街を建設した。2、
3 階で連結した 3 階建物が 5 棟連なっている。
　現在は空き店舗が多く、 シャッター店舗が積み重
なった状況にある。利用客や人通りも少なく、活気は
少ない。
図３　川口ショッピングセンター・モール 505
■モール 505 及び土浦学園線における公共公益施設
の共同図面化と BIM 化
　モール 505 の計画事業は建物が民間、高架下の公
共公益施設は行政区域に相当するため、それぞれ別の
手書きの設計図書で作成されていた。今回土浦市役所
とモール 505 管理会社に資料提供してもらい、それ
ら一体を図面化、またそこから簡易的な BIM 化作業
を行った。
図４　土浦ニューウェイとモール５０５俯瞰図
3　提案
　前述したモール 505 及び土浦ニューウェイの研究
からこれからのあり方を考える。
　この人口減少時代において街に人間の姿がいなく
なってもどこかの暮らしを支えるような生き続けてい
く建築とはなにか。
■ノアの方舟と人口減少時代
　ノアの方舟は、神が人類の堕落を怒って起こした大
洪水に際し、神の指示に従ってノアは箱形の大舟をつ
くり、家族と雌雄一対のすべての動物を引き連れて乗
り込み、そのため人類や生物は絶滅しなかったという
旧約聖書の『創世記』に登場する物語である。これは
大洪水というこれから起こる災いに対して対策するこ
とが読み取れる。
図５　ドローン配送がつくる都市圏
フラを計画する。高架道は都市公園化として活用し、
モール 505 の手前で終着する旧筑波鉄道廃線跡を活
用しているりんりんロードを延伸、また土浦城へのア
プローチとしてプロムナードを計画する。自動車から
人間へと荷重を少なくすることで土木の長寿命化の計
画でもある。モール 505 の屋上は都市公園との関係
を築くためにスポーツを提供する場所やモビリティ
ポートとして活用する。
図６　断面ダイアグラム
■設計手法
　物流機能を円滑にするための装置、上階の空地の関
係を築く装置など用途を転換するための空間を配置す
る。装置を言語化し、機能を担保するような計画に装
置空間の言語を当て、空間化を行う。
図７　既存躯体に装置を備え付ける
図８　俯瞰図
図８　俯瞰図
図９　上下逆転した用途
４　結び　
　人口減少時代に生き続ける街・都市インフラとはな
にか、モール 505 と土浦高架道を通して考えた。
　流体を制御する装置を既存躯体に接続すること新し
い機能、物流施設へと転換する。縮小時代において遊
休化する建物を人間のためではなく、どこかの街を支
える都市基盤への転換も考えられるのではないだろう
か。未来を追い続ける趨向が加速して、この計画を契
機に土浦は人がいなくなってもポスト実験都市として
街を存続することができるかもしれない。
　最後にこの提案によって再度これからの地方都市、
あるいは土浦市、つくば市の今後を考える契機になれ
ば幸いである。
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